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言語類型論的には、日本語は主語型言語 (subject-prominent) かつ話題型言語(topic-prominent) 
であり、中国語は話題型言語である。多くの言語において話題 (topic) は文法的要素としての独
自の形式すなわち話題化標識 (Topic Marker, TM) を付与されている。日本語では専用話題化標
識 (specialized TM) として「はj が一つあるだけであるが、中国語では α 阿(或いは発音による













とっても有益である。三つ目に、中国語の TM は specialized TM へ向かつて変化発展する傾向に
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には、モダリティ解釈を表す重要な手段として、モーダノレ助詞 (modal particle) がある。本研究
で取り上げる ne， ma, ba, a はモダリティ解釈を表すと同時に、文の「話題」も示すことができる
ので、話し手はモー夕、ノレ助詞を使用することによって、同じ文に異なる意味解釈を施す可能性をも
たらしていると言える。屈 (1985: 76-77) は TM のモダリティ解釈の研究には、 TM の「基本機能」
を設定することが重要であると述べている。この提案に従って、本研究では、話し手の主観的な態
度を表す複数の「意味解釈」を明らかにし、一つの「基本機能J すなわちモダリティ解釈を設定し
ていく。 TM ma を例にとると、ここにはi) obviousness, i) explanation, ii) lowering down the 
position of topics の三つの意味解釈があるが、 TM のモダリティ解釈としては lowering down the 
position of topics にまとめていくことができるのである。
3) 特殊なケース
TM の特殊なケースを検討することによって、 TM の特徴がより明確になる。例えば、仰を含
む文 (ne 文)は一般的に先行文を必要とするが、方 (1994) と屈 (2006) によれば、仰が対比の
意味機能を持ち、それが先行文を必然的に要請する根拠となっている。もう一つの要因として、 m
文の topic 性が挙げられる。構造 [topic+neJ において、仰が意味的に活性化されるためには、先
行文の中に、 m 文の topic と適切な意味関係を維持している比較対象物が存在していなければなら
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ない。すなわち、適切な先行文は M 文の topic によって決定されると言えるのである。
4) specialized TM への変化発達
衰 (2003) および方 (1994) によれば、中国語の TM は specialized TM に向かつて変化している。
本研究では仰を bal と ba2の 2 種類に分類するが、 ba2は常にある一定の語葉形式と共起して現れる
助詞である。しかし、先行文が話し手と聞き手の共有情報である場合や ba2を含む文の話題の意味
特性が定性 (definite) である場合、義務的であるはずの語葉形式が省略可能になる。このように、
構造 Dexical form + topic +向2J から構造 [topic +均2J へと省略可能であるという事実は、中
国語の TM が specialized TM へと徐々に変化発達しているという仮説を裏付けるものとなる。
3. 研究結果のまとめ
3.1 TM a/ya の意味分析
TM a は四つの TM の中で最も意味解釈の幅が狭く、モダリティ解釈も単純である o a は主とし
て文法機能のみを有し話者のモダリティ解釈に乏しいという点で、無標 (unmarked) の TM であ
り、最も specialized TM に近づいていると言える。 α の微妙なモダリティ解釈を引き出す際に、
仰と yα の比較から始めるのは、 ba と α が同じ explanation 機能を有すること、および、yα が α の
音声変異体 (phonetic variant) であり、 α と同じ意味機能を有するからである。仰と σ を i)
preceding clause. i) topical phrase. ii) topical marker. iv) comment の四つの側面から比較した
結果は以下のとおりである。
(1)表 1. Semantic Features of a and ba 
Semantic Feature of a Semantic Feature of ba 
Preceding Clause [ + doubtful pointJ [ + doubtful pointJ 
Topical Phrase [ + contrastJ [ + contrastJ 
Topic Marker [ + strong emphasisJ [-strong emphasisJ. 
Comment [-strong explanationJ [ + strong explanationJ 
表 l からわかるように、 ba と α の明らかな相違点は、 α の topic marker が「強 L、強調」の意味
特徴を持っているので、聞き手に「話題」に特に注意を払うよう強く要請しているに対し、 ba で




emphasize topic E記/ 圃 emphasize c∞叩O印 仰I口mm
Topical Phrase . 
-TM 
同じく、 α と yα を比較すると、 yσ は「話題」と「コメント」のどちらも強調しないと思われ、
話題を提示するだけの機能を持っと考えられる。 α と bσ の比較、 α と yα の比較から、 α のモダリ
ティ解釈は次のようになる。
(3) I Modality. Interpretation of-~ : Itis topic X (but not other things or other people) that 
you may not know. 
Simplified 
i 
Emphasize the topic 
上記のモダリティ解釈の適用例を (4) に示す。
(4) (和平が博老の手に何があるのと訊ねる。)
博老:返十叫宝定 鉄球。迭十京西 Z阿，静 径 i舌絡。
Fu Lao: this ・CL cal baoding iron bal this -CL thing -TM comfort channel relax channel 
下u Lao: This is called baoding iron ball. It can stimulate the circulation of the blood and 
cause the muscles and joints to relax.' ({我愛我家》第27集)
TMα により、話者は「あなたの知らないのは宝定鉄球であり、他のものではない。だから、そ
れについてあなたにコメントしてあげよう。j という意味を明瞭に伝えているのである。
3.2 TM ba の意味分析
本研究では仰を ba1 と ba2に分類した。 ba2は常にある種の表現形式と共起して、話題を文に導入
する働きがあるのに対し、 ba1は他の表現形式と無関係に生じるからである。
(5) The context of ba1 
preceding context 
unknown 
utterance wi出 TM ba1 
ト一切lain and illustrate ←「 tell you白川
bαIの特徴をまとめると、 (5) のようになる。 ba1が生起する文脈には、先行文の中に聞き手によっ
て知られていない問題点 (doubtful point) が常に内包されていなければならない。 (5) の適用例
を (6) に示す。
(6) (刻梅は息子の刻星に「どこでこれほど多くのディスクを買うためのお金を手に入れたの」
と聞く。夏東海が「刻星のお父さんの老胡に聞けばい L 、 J と提案する。)
老胡:迭喋 H巴碗実是我芙的。
the disk 噂TM truly be 1 buy -DE 





(7) I Modality Interpretation of bal : About topic X, (you may not know about it) , 1 wil give 
you a particular attention or tel you about the things you do not know. 
Simplified 
Emphasize the comment 
次に ba2を見てみよう。多くの場合、 ba2は表現形式「掌……説J I就…・・・説J I比如……現」と共
に生起し、この表現形式が冗aking -for example" の意味を持つことから、例示的な話題を導入す
る機能を持つ。以下の例を参照。
(8) 天笥 使衣 食住 行 都簡単化 了。
weather make clothing food shelter transportation al simplified -LE 
以住 ì~ p巴，有十床，有条越子，便可以辻去。
take shelter say -PAR have 司CL bed have -CL blanket then can go 
‘Weather (there) makes basic necessities of life simplified. Taking staying for example 
(illustrative topic with examples) , (if there is) one bed and one blanket, then (we) can 
go (to live) , 〈老舎自侍〉
つ中
本研究では、構造 Dexical form + topic + ba2J が意味が命令文と類似していることから、この
構造は句ではなく命令文であり、したがって、 ba2は文末助詞 (sentence-final particle) であり、
TM ではないと仮定している。
上記の表現形式は一般的には義務的とされるが、省略されても文意が通じる場合もあるので、ど
のような状況で構造日exical form + topic + ba2J から構造 [topic +拘2J への削除変換が可能で
あるか探ってみる必要がある。表現形式の意味機能は、先行文と後続の topic 要素の聞に緊密な意






3.3 TM mα の意味分析
四つの TM の中で、 ma は非常に特殊な強い意味を持っている。そのため、四つの TM がそれ
ぞれ交換可能だと言われてきたが、実際にはそうではなく、 ma を含む文は他とは異なる意味的
ニュアンスをもたらしている。収集した 250例を分析した結果、 ma にはi) obviousness , i) 
explanation, ii) lowering down the position of topics の 3 つの意味があることが分かった。まず、 i)
であるが、 (9) におけるコメント部分は、一般によく知られている topic の情報を伝えている。
(9) Obviousness 
科学臓就得 俳突事求是。
sClence ・TM then should obey real fact seek truth 
‘Science should be practical and realistic.' 
次の (10) では、 topic I黛玉J の「黛」は「黒いj という意味で、「玉」は「宝石の一種」を指
すので、コメント部分は topic に関する定義的な説明を施している。
(10) Explanation 
他不叫戴リ市偉 他叫黛玉… 黛玉臓 黒色的美玉ー也。
he not cal Dai Master he cal Daiyu . Daiyu ・TM black jade -P AR 
‘He is not Master Dai. He is Daiyu. Daiyu is black jades.' (航麿《金鹿JL})
? ?
なお、 obviousness と explanation は明確に区別できるものではなく、 (9) の場合、「自然や社会
など世界の特定領域に関する法則的認識を目指す合理的知識の体系または探究の営みJ (三省堂大
辞林)という科学の定義を採用すれば、 explanation の例としても差し支えないものである。
上の二っとは違い、 iii)の lowering down the position of the topic は話し手の強い主観的な態度
を伝えている。ここには次に示すように、二つのケースが含まれる。
(11) Lowering down the position of the topic 
a. The topic is about people: (a 1) the other side 
(a 2) the speaker himself 
b. The topic is about things: (b 1) the things belonging to the speaker 
(b 2) the things belonging to other people. 
まず (a) について。 (12) において、話し手は話題となっている「李幸福」に対して優越的な態
度を示すために、話題の人物の地位をある意味で落とし込める TM 仰を選んでいる。反対に、 (13)
のように話題が話し手の場合もある。ここでは、話し手は自らの位置を一段低くして、そうするこ
とによって ["Mr de ChateaubriandJ に尊敬の念を表している。
(12) 体李幸福ー臓莫要忘i己領専放体遊録毛坑，是来 接受 教育 的。
you Li Xingfu -TM not forget leader put you into be come receive education -DE 
'y ou, Li Xingfu (topic) , (you) don't forget that the leaders ask you to come to L?aokeng 
in order to let you receive education and be reformed.' (古竿{Jf\ê満青藤的木屋))
(13) 我蜘只有一-支小毛筆 而徳夏布里昂先生有一-把大刷子。
1 -TM only have one -CL small writing brush however Mr have big brush 
'1 have only one small writing brush; however, Mr de Chateaubriand has a big brush.' 
(北京大学中国活言学研究中心)
(b) についても同様の分析を行うことができ、話し手は ma を用いることによって、話題となる
物体の位を下げ、例えば「これは小さいものだがJ ["これは取り立てて言うに値しないものだがJ
といった主観的な態度を伝えることができる。
TM ma の三つの意味を比較すると、i) obviousness は ii) explanation を内包し、 iii) lowering 
down the position of the topic はi) obviousness を内包すると思われる。 i) のコメントは topic の
常識的な知識を述べ、 ii) のコメントは topic の定義に近い。したがって、定義は一般の人々の常
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識に近いもの、もしくは常識の一部になっているから、 explanation を obviousness の変異形とし
てよいだろう。i)と iii) の関係については、話し手と話題に関連する二つの関係を考えてみよう。
(14) ( having the topic under control 
The speaker ( the concrete semantic interpretation The topic 




う合意 (entailment) があるので、 i i)がi)の意味解釈を内包していると考えてよいだろう。
以上から、 ma のモダリティ解釈を以下のようにまとめることができる。
(15) I Modality Interpretation of ma : As for Topic X , no need to pay much attention. (If you 
do not believe,) please see Comment Y. 
Simplified 
Superior attitude of the speaker to the topic 
3.4 TM ne の意味分析




n?en -TM bu qingsong. 
‘W omen are not relaxed.' 
方 (1994) と Chu (2006) は、 M が対比の意味と機能をもち、それが ne 文に先行文が必要であ
ることの根拠としているが、もう一つの要因が絡んでいる。文中において対比と比較の意味が明確
になることを「活性化 (activation) J と呼ぶことにすると、 M 文の topic は単独では活性化できな
い。比較対照が明確でないからである。活性化は適切な先行文があって初めて可能となる。したがっ
??
て、構造 ftopic+ neJ において、 ne は自らの活性化のために、先行文の中に比較対象となるもの
を求めていると考えられる。すなわち、適切な先行文は m 文の加plC によって決定されるのである。
しかし、活性化のためには、さらに、先行文の topic と m 文の topic の聞に適切な意味関係が生じ
ていなければならない。これらの関係を以下の図に示す。
(18) 
a. cal for the preceding clause 
Preceding clause; 
b. select the preceding clause 
(17) に仰を活性化するための先行文を加えれば、次のような適格文が生じる。
(19) 男人方-了家 整日 忙礁真的復 累。
man for -LE family everyday busy really very tired 
女人呪 也 不 経松。




a. ‘instance + instance' 
これは、例文 (19) における先行文の名詞句と m 文の topic の意味関係を示す。
b. ?stance + general-term' 
(20) 銭先生能i寺善画而且愛弄花草。日本人呪也喜攻迭些玩意JL。
Qian Mr poem draw and plant flower grass J apanese -TM also like these things 
‘Mr Qian is good at poems and drawings. He also likes planting flowers and grass. 
J apanese also like these things.' (老舎《四世同堂})
c. ‘general-term + instance' 
(21)大家 都在友言;小梅 ー的省首呪他把失低 下去一声 不抗。
everyone al speak Xiaomei -DE father ・TM he head lower down one voice not say 
‘Everyone is talking; Xiaomei's father lowers down his head and says nothing.' 
(何士光《多場上})
d. ‘general-term + general-term 
(22) 仮菜都 准缶 好ー了;五-口人 現現在述没回来ー十。
meal already prepare well -LE five -CL members -TM now stil not back one 
‘Meal is ready; Five family members do not come back yet.' 
上記の四つの意味関係は、合意 (Implication) と領域設定 (Domain-setting) という観点から説
明することができる。次の表は、それらの関係を示したものである。
(23) 表 2 四つの意味関係と内包関係
方 法 意味関係
「インスタンス J + Iインスタンス」
メ白S、 意




含意は、先行文の名詞句が判明すれば、その集合の中にある要素が、次に来る M 文の topic で
なければならないことを示す。
(24) Implication: 
Topic A (preceding clause) 
A implies B 
ー Topic B (ne-clause) 
具体例として、次の「男一女」の相補反義 (complementary) の関係を考えてみよう。
(25) 男人方了家整日忙禄真的復累。女人 呪也 不軽松。





とができないので、 ne 文の topic は活性化されていると言うことができる。なぜ ne 文の topic は
活性化されるのかについて、王 (2007) は、同義、反義と上下義のような関係があれば、連想
(association) が引き起こされやすいと主張する。つまり、話し手が先行文の名詞句を話すと、意
味の関連する語葉の集合関係から、 ne 文の topic に関する連想、が自動的にヲ|き起こされ、活性化さ
れるのである。通常、 topic が定性 (definite) になるのはこのためである。
領域設定とは、先行文の名詞句がそれと関連する語棄の範囲を設定し、以て、 m 文の topic の選
択範囲を決定するものである。領域には SPACE， TIME, QUANTITY などがある。領域設定によ
る範囲決定は含意の場合より緩やかで、文化的背景に大きく依存する。 Chafe (1976) に従えば、
話し手と聞き手の共有知識 (shared knowledge) が領域設定のための一つの条件である。
(26) Domain-setting: 
Topic A (preceding dause) • Topic B (ne dause) Aa百'ords B as a domain 
次の文において、前文の名詞句「大家」は m 文の加plC である「小梅的笛笛j を含んでいるので、
ここでの意味関係は含意ではなく、領域設定による。先行文の名詞句が設定する領域の中に M 文
の topic が内包されるので、 ne 文の topic が活性化されるのである。
(27) 大家都在友言:小梅的省首呪他把失低下去一声不坑。
‘Everyone is talking; Xiaomei's father lowers down his head and says nothing.' 
M 文のモダリティ解釈は以下のように示すことができる。
(28) Modality Interpretation of ne : Do you know how's topic X? Please think about topic X 
and then let us consider it. 
Simplified 
f 
















が、口語表現においては、それに伴って、話題句に a 刷 (ya 瞬、 na 明、 wa 睦)、 ba P巴、 ma 輔、
ne 呪の 4 種類の話題化標識が添加されることがある。本論文は、話題化標識の選択に依存して、
発話者の異なる主観性が文の伝達内容に強く反映されることを明らかにし、以って、四種類の話題
化標識が合意する意味内容の違いを記述することを目的とする。
本論文は全 6 章からなり、第 1 章序章に次いで、各章を 4 つの話題化標識の意味分析に充て、第
6 章結論となっている。本論文の意義は、第一に、これまで中国語文法研究では 4 種類の話題化標
識には意味の差がないとされてきたが、母語話者によって直感的に認識される漠然としたニュアン
スの違いを、自ら収集した言語データを基に、発話者の主観的態度を反映した意味内容の違いとし
て明示的に記述している点にある。特に、第 2 章における a U阿と ya q牙のトピック提示に関与する
強調度の差、第 3 章における ba 肥のコメント情報への注意喚起機能、第 4 章における ma 臓の謙
譲・尊敬・誹誘に関わる主観的態度の含意的意味は、非常に興味ある独創的な指摘である。第二に、
話題化の意味と言えばほぽ比較・対照・強調が議論の中心となっているが、本論文で明らかにされ
た中国語話題化標識のさまざまな意味が、実は言語普遍的な話題化現象の意味の一部であるかもし
れないという汎言語的な研究への道を聞いていることである。第三に、外国語としての中国語教育
において、口語表現をどう説明し教育するか、その教授法改善に対して効果的な応用が期待できる
ことである。
本論文は、中国語の小説、ドラマ、コーパスの多岐に亘るテキスト群から収集した豊富なデータ
に基づく記述的研究である。特定の言語理論に依拠しない記述的研究では、堅実な言語データを提
ハ同
d
示しながらデータに事実を語らしめる分析が求められるが、やや直感に頼って結論を急ぎ導き出す
箇所が見られた。本論文は英語で書かれているが、残念ながら、英文の間違いが随所に見られるの
で、審査会ではなお一層の努力を求めたいという指摘があった。しかし、一般意味論の概念を応用
し、収集した言語データに基づいて意味分析を進める記述的研究法を高いレベノレで習得していると
判断された。
以上、本論文は、執筆者が自立して研究活動を行うのに必要な高度の研究能力と学識を有してい
ることを示している。よって、本論文を博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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